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はじめに 

本ドキュメントは、InterSec/CS400l （以下、CS と表記します）で公開しているアップ

デートの適用手順について記載しています。下記の製品が対象です 

・UL4567-401 [InterSec/CS400l] 

・UL4567-411 [InterSec/CS400l アプライアンスパック(M)] 

・UL4567-421 [InterSec/CS400l アプライアンスパック(S)] 

 

CS のアップデート適用は、以下のいずれかの方法で行うことができます。 

オンラインアップデート 

オンラインアップデートは、CS に必要なアップデートモジュールをインターネッ

ト上のアップデート公開サイトから取得し、Management Console 画面から適用し

ます。 

 

オフラインアップデート 

 アップデートモジュールのコンテンツへの閲覧は、製品保守契約を結んでいただい

たお客様向けに可能となります。ダウンロードするためには、NEC サポートポー

タルサイトへのログインが必要になります。PP サポートの保守契約がお済みでな

いお客様は、保守契約を締結後、ダウンロードを実施してください。 

オフラインアップデートは、予め入手しておいたアップデートモジュールを

 Management Console 画面から適用します。 
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1. アップデートモジュールの適用について 

 必ずこの手順書にそって作業を行ってください。この手順以外でのアップデートは誤動

作の原因となる場合があります。 

 CS にプロキシを介さずに接続できるクライアントマシンを用意してください。 

 Management Console への接続は、ブラウザとして Microsoft Internet Explorer 11 以

降（日本語版）を使用してください。 

 Management Console に表示されるモジュール名と本手順書の図中のモジュール名は、

最新のアップデート環境では、異なる場合があります。 

アップデートモジュールは、修正を累積して公開しておりますので、最新のアップデー

トモジュールの適用となる場合は、適宜、読み替えて適用してください。 

 アップデートモジュール適用前や適用後には CS のバックアップ実行を推奨します。 

 アップデートモジュール適用後にシステムの再起動が必要な場合があります。システム

再起動の要不要は、アップデートのリリースノートをご確認ください。 

 

本書では 3 種類の記号を使用しています。これらの記号と意味をご理解になり、アップデ

ートを実施してください。 

 

 

InterSec/CS の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や

特に注意をすべき点を示します。 

 

InterSec/CS の取り扱いやソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要があ

る点を示します。 

 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 

 

 

2. オンラインアップデートの手順 

オンラインアップデートは、CS に必要なアップデートモジュールをインターネット上の

アップデート公開サイトから取得し適用します。全ての操作は、Management Console 画

面から行うことができます。 

 

2.1. 事前準備 

オンラインアップデートを行われる場合は、CS がインターネット上のサーバに http プロ

トコルにて接続可能な環境であることが必要です。FW 環境など必要に応じて設定を確認

ください。 
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2.2. オンラインアップデート実行までの操作 

2.2.1. Management Console の起動とログイン 

ブラウザより「https://CS の IP アドレス:50453/」へアクセスし、Management Console

を起動してください(Management Console のセキュリティモードをレベル１に変更し

ている場合は「http://CS の IP アドレス:50090/」となります)。 

Management Console のログイン画面(図 1)が表示されましたら、[システム管理者ログ

イン]をクリックし、ログインしてください。 

 

図 1 ログイン画面 

 

システム管理者ログイン 
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2.2.2. トップ画面 

ログインが正しく行われますと、トップ画面(図 2)が表示されます。画面左のメニュー

より「パッケージ」をクリックしてください。 

 

  

図 2 Management Console のトップ画面 

パッケージ 



 

- 8 - 

 

2.2.3. パッケージ画面 

パッケージ画面(図 3)が表示されましたら、[■オンランアップデート]の[オンラインア

ップデート]をクリックしてください。 

 

図 3 パッケージ画面 

 

オンラインアップデート 
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2.2.4. ユーザ認証画面 

過去にオンラインアップデートを使用されたことのあるお客様は「2.3.1アップデートモ

ジュール一覧画面」の画面が表示されます。オンラインアップデートを初めて利用され

るお客様は、下記画面(図 4 )が表示されます。 

 

 

図 4 ユーザ認証画面 

基本サポートサービスの購入・未購入に関わらず「認証しない」をクリックして進

めてください。 

 

 サポートサービス未購入のお客様は、認証ができないため、購入ユーザ向けに公開され

ているモジュールは参照できませんが、未購入ユーザ向けにも公開されているモジュー

ルを「認証しない」ボタンによって参照・適用することが可能です。 
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2.3. オンラインアップデート手順 

2.3.1. アップデートモジュール一覧画面 

アップデートモジュールが提供されている公開サーバにインターネット経由で接続を

行い、現在公開されているアップデート情報を表示します。(図 5) 

 

既にオンラインアップデートを実行されたことのあるお客様が最新の情報を表示する

ためには[最新情報に更新]をクリックする必要があります。 

アップデートモジュールは適宜更新されます。そのため表示されるアップデートモジュ

ール一覧は下記(図 5)とは異なる場合があります。 

 

 

図 5 アップデートモジュール一覧画面例 

 

 [詳細情報]や、各パッケージ名をクリックすることで詳細な情報を参照することができ

ます。特に[詳細情報]にはアップデートの適用に関して重要な注意事項が記載されてい

ることがありますので、[適用]をクリックする前に必ずご一読ください。 

 

最新のアップデートモジュールを適用するために、[適用]をクリックしてください。 
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2.3.2. 信頼性の確認画面 

適用対象となるモジュールが信頼できるものか確認するための画面が表示されます。 

アップデートモジュールは適宜更新されます。そのため表示される画面以下(図 6)とは

異なる可能性があります。 

 

図 6 信頼性の確認画面例 

 

 

この画面が表示された場合は、信頼性の確認が正常に行われています。 

[OK]をクリックして次へ進んでください。 
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2.3.3. アップデートの操作結果通知 

アップデートが正常に完了した場合には以下のような操作結果通知画面が表示されま

す。(図 7)  アップデートが失敗したメッセージが表示された場合は、「2.2.2トップ画面」

から再度実行してください。 

 

図 7 操作結果通知画面例 
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2.4. システムの再起動 

システムの再起動が必要なメッセージが表示された場合には、画面左のメニューから、

[システム]をクリックしてください。[システム]画面(図 8)が表示されます。 

 

 

図 8 システム画面 

 

[システムの再起動]をクリックしますと、システムの再起動が行われます。 

再起動には数分かかります。 

 

 
システム再起動が必要なメッセージが表示されるアップデートの適用の場合、アッ

プデートモジュールを実際に適用するのは、システム再起動時となりますので、シ

ステム再起動を行うまでは適用前のモジュールで通常通り動作します。 

アップデートモジュールの適用だけを先に実施し、システム再起動はアクセスが少

ない時間帯(深夜)等に行うことも可能です。 

 

 

 

システムの再起動 
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2.5. アップデートモジュールの確認 

前項までの作業が終了したら再度アップデートモジュール一覧画面を開きます。適用し

たモジュールがアップデートモジュール一覧に表示されていなければ、アップデートは

正常に終了しています。 

正常にアップデートされたモジュールは、今後、アップデートモジュール一覧画面に表

示されることはありません。 

 

未適用のモジュールがアップデートモジュール一覧画面に存在する場合には、「2.3オン

ラインアップデート手順」から「2.4システムの再起動」の手順で未適用モジュールを適

用してください。 

以下の画面（図 9）が表示されるとモジュールのインストール作業は全て完了です。 

 

 

図 9 アップデートの完了 

 

以上でオンラインアップデート作業は終了です。 
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3. オフラインアップデートの手順 

オフラインアップデートは、CS に必要なアップデートモジュールをインターネット上

のアップデート公開サイトから取得し適用します。全ての操作は、Management Console

画面から行うことができます。 

 

3.1. 事前準備 

3.1.1. アップデートモジュールのダウンロード 

NEC サポートポータル<https://www.support.nec.co.jp/PSHome.aspx>(図 10)のご契約者

はこちらの「ログイン画面」から必要事項を入力してログインし、ダウンロード(修正情報)

から CS400l のコンテンツを検索しアップデートモジュールをダウンロードします。 

CS に関するアップデートモジュールが公開されている場合ダンロードができます。 

ダウンロードしたアップデートモジュールのファイルサイズが正しいことを確認します。モ

ジュールに関する詳細な情報は、リリースノートに記載されている情報を確認してください。 

なお、他機種用モジュールを適用しますと、CS は正常に動作しなくなりますので、注意し

てください。 

 

図 10 サポートポータルログイン画面 

 

 

ご契約者様のみが閲覧可能なコンテンツとなるため、ログインに必要なユーザ ID

その他の情報については、事前に登録が完了している必要があります。 
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3.1.2. アップデート手順の概要 

アップデートには２つの方法があります。 

(1) CD-R、CD-RW などの CD 媒体（DVD メディアも可能）にアップデートモジュール

を格納し、アップデートを行います。 

(2) ローカルのwebサーバにアップデートモジュールを置き、アップデートを行います。 

 

事前準備を行ったあと、(1)の方法でアップデートする場合には「3.3媒体のモジュール

のアップデート手順」へ、(2)の方法でアップデートする場合には「3.4web サーバのモ

ジュールのアップデート手順」へ進んでください。 

最後に、アップデートが正常に行われたかを確認するために「3.5システム再起動」以後

の手順に従って作業を行ってください。 

なお、手順書内のキャプチャ画像は操作例を示すためバージョン番号などの表示内容が

実際と異なる場合があります。適宜、最新のバージョンの情報に読み替えてください。 

 

また、(2)の方法でアップデートを行う際、ご使用の Web サーバの種類によっては、ア

ップデートモジュールを正しく転送できない場合があります。モジュールの転送に失敗

する場合は、(1)の方法でアップデートを行ってください。 
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3.2. 手動インストールまでの手順 

3.2.1. Management Console の起動とログイン 

ブラウザより「https://CS の IP アドレス:50453/」へアクセスし、Management Console

を起動してください(Management Console のセキュリティモードをレベル１に変更し

ている場合は「http://CS の IP アドレス:50090/」となります)。 

Management Console のログイン画面(図 11)が表示されましたら、[システム管理者ロ

グイン]をクリックし、ログインしてください。 

 

図 11 ログイン画面 

 

システム管理者ログイン 
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3.2.2. トップ画面 

ログインが正しく行われますと、トップ画面(図 12)が表示されます。画面左のメニュー

より「パッケージ」をクリックしてください。 

 

図 12 Management Console のトップ画面 

 

パッケージ 
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3.2.3. パッケージ画面 

パッケージ画面(図 13)が表示されましたら、[■手動インストール]の[手動インストー

ル]をクリックしてください。 

 

 

図 13 パッケージ画面 

 

 

 

手動インストール 
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3.2.4. 手動インストール画面 

手動インストール画面(図 14)が表示されます。 

 

 

図 14 手動インストール画面 
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3.3. 媒体のモジュールのアップデート手順 

CD 媒体を用いたモジュールのアップデートを行います。 

    作成する媒体のフォーマットは「UDF 2.01」等の Linuxで認識可能なものを 

選択し、媒体に対してクロージングを行ってください。 

3.3.1. 手動インストール画面 

CS の DVD-ROM ドライブに「3.1事前準備」で作成したメディア（CD 媒体もしくは

DVD 媒体）を挿入してください。 

その後、[■ローカルディレクトリ指定]の[ディレクトリ]に”/media/dvd”を指定し [参照]

をクリックしてください(図 15)。 

 

図 15 手動インストール画面 

 

 

/media/dvd 

と入力し[参照]ボタンをクリックする 
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3.3.2. 手動インストール 

 

メディア媒体内のアップデートモジュールが表示されます。(図 16) 

アップデートモジュールの文字列の左横にある[追加]をクリックしてください。 

なお、”/media/dvd/offlineupdates-15.1-3j.x86_64.rpm”等の文字列をクリックすると 

アップデートモジュールの詳細な情報を参照することができます。 

 

 

図 16 パッケージ一覧 

 

 

[追加]をクリック 
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3.3.3. 確認ダイアログ 

 

[追加]クリック後、確認のダイアログ(図 17)が表示されます。[OK]を押してください。 

 

 

 

 

 

 

図 17 確認ダイアログ 

 

 

クリック後は操作結果通知画面が表示されるまで数十秒かかることがありますの

で、しばらくお待ちください。結果が表示される前にクリック等の操作を行った場

合、正常にインストールされない可能性がありますのでご注意ください。 
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3.3.4. アップデートの操作結果通知 

 

操作結果通知画面(図 18)の通知画面が表示されたらアップデートモジュールのインス

トールは正常に完了したことになります。操作結果通知画面でエラーが表示された場合

には「3.3.1手動インストール画面」からもう一度やり直してください。 

 

 

モジュールをインストールしたとき、 "warning:/opt/nec/roma/etc/roma.conf 

created as ～"というメッセージが出力されることがあります。これは、既に存在

していたユーザ設定済みの設定ファイルを置き換えずに他のファイル名で保存し

ました、という意味のメッセージで、エラーではありません（動作に支障はありま

せん）。 

 

また、操作結果通知画面が表示されずにタイムアウトが起こった場合には[システ

ム]→[システムの再起動]をクリックして CS の再起動を行ったあと、もう一度「3.2手動

インストールまでの手順」からやり直してください。 

 

図 18 操作結果通知画面例 

 

 

 

 

以上で手順は終了です。 

アップデートを完了させるため、「3.5システム再起動」を実行し適用状態の確認を行っ

てください。 
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3.4. web サーバのモジュールのアップデート手順 

web サーバを用いたモジュールのアップデートを行います。 

3.4.1. 手動インストール画面 

「3.2手動インストールまでの手順」が終了したら、[■URL 指定]の[URL]にアップデー

トモジュールの URL を指定します(図 19)。 

 

CS では、プロキシ指定が可能となっています。アップデートモジュールを格納したサ

ーバへプロキシ経由でアクセスする必要がある場合は、以下の操作を行います。 

[■URL 指定]の[PROXY]に「プロキシ」の基本設定画面に設定されている” キャッシュ

サーバ IP アドレス”の IP アドレスを指定します。 

[■URL 指定]の[PORT]に「プロキシ」の基本設定画面に設定されている” キャッシュ

サーバポート番号”のポート番号を指定します。 

 

必要事項を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 

 

 

図 19 手動インストール画面 

 

 

必要事項を入力し 

[追加]ボタンをクリック 
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3.4.2. 確認ダイアログ 

[追加]クリック後、確認のダイアログ(図 20)が表示されます。[OK]を押してください。 

 

 

 

 

 

図 20 確認ダイアログ 

 

 

クリック後は操作結果通知画面が表示されるまで数十秒かかることがありますの

で、しばらくお待ちください。結果が表示される前にクリック等の操作を行った場

合、正常にインストールされない可能性がありますのでご注意ください。 

 

 



 

- 27 - 

 

3.4.3. 操作結果通知画面 

操作結果通知画面(図 21)が表示されたらアップデートモジュールのインストールは

正常に完了したことになります。操作結果通知画面でエラーが表示された場合には、

「3.4.1手動インストール画面」からもう一度やり直してください。 

また、操作結果通知画面が表示されずにタイムアウトが起こった場合には[システ

ム]→[システムの再起動]をクリックして CS の再起動を行ったあと、もう一度「3.1事

前準備」からやり直してください。 

 

 

図 21 操作結果通知確認画面例 

 

以上で手順は終了です。 

アップデートを完了させるため、「3.5システム再起動」を実行し適用状態の確認を行ってく

ださい。 
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3.5. システム再起動 

システム再起動を行ってアップデートを完了させます。再起動完了後、適用状態の確認

を行います。なお、システム再起動が不要なことを示すメッセージが表示された場合は、

再起動は不要です。 

 

画面左のメニューから、[システム]をクリックしてください。 

システム画面(図 22)が表示されます。 

 

 

図 22 システム画面 

 

[システムの再起動]をクリックしますと、システムの再起動を行います。 

再起動には数分かかります。 

 

 

 
システム再起動が必要なメッセージが表示されるアップデートの適用の場合、アッ

プデートモジュールを実際に適用するのは、システム再起動時となりますので、シ

ステム再起動を行うまでは適用前のモジュールで通常通り動作します。 

アップデートモジュールの適用だけを先に実施し、システム再起動はアクセスが少

ない時間帯(深夜)等に行うことも可能です。 

 

システムの再起動 
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3.6. パッケージの確認 

アップデートモジュールが正常にインストールされたか確認します。パッケージ画面 

(図 23)を表示し、[■パッケージ一覧]の[インストールされているパッケージの一覧]をクリ

ックします。 

 

 

図 23 パッケージ画面 

 

 

インストールされている 

パッケージの一覧 
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3.6.1. パッケージ一覧 

 

パッケージ一覧画面(図 24)が表示されたあと、パッケージ一覧の中から「3.1事前準備」で

準備したアップデートモジュールが存在することを確認してください。 

存在していない場合、「3.2.1Management Consoleの起動とログイン」からもう一度アップ

デート作業を行ってください。 

 

 

バージョン番号に注意して確認してください。 

パッケージ一覧には「.x86_64.rpm」の文字は表示されませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

図 24 パッケージ一覧画面 
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4. アップデート適用済み環境で再セットアップとリストアを実施する際の注意事項 

 

 

アップデートモジュールが適用済みの環境で再セットアップとリストアを行う際

は、モジュールのバージョンと設定ファイルのバージョンを合わせる必要がありま

す。下記の手順により再セットアップとリストアを実施してください。 

 

4.1.1. 事前準備 

再セットアップ後にリストアを行う場合は、事前に Management Console の「システム」

→「バックアップ/リストア（図 25）」にて、バックアップを実施します。 

※詳細は、同画面右上の[ヘルプ]をご確認ください。 

 

 

図 25 バックアップ/リストア画面 
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4.1.2. システムの再セットアップ 

システムの再セットアップに関する手順等は、インストール DVD に付属の「ユーザズ

ガイド」の【システムのセットアップー＞再セットアップ】を確認ください。 

 

4.1.3. リストア 

・リストアを行う場合は、Management Console の「システム」→「バックアップ/リ

ストア（図 25）」にて、リストアを実施します。 

※詳細は、同画面右上の[ヘルプ]をご確認ください。 

・リストアを行わない場合は、「4.1.4アップデート適用」へ進んでください。 

 

 

リストアを行う場合は、必ずアップデート適用前に実施してください。 

また、「4.1.4アップデート適用」のアップデートを適用するまでは、絶対に設定変

更やシステム再起動を行わないでください。 

 

4.1.4. アップデート適用 

バックアップを行った際に使用していたモジュール、もしくは、使用していたモジュー

ルよりも新しいモジュールを適用します。 

 

 

基本的には、作業時に公開されているアップデートモジュールを適用することで整

合が取れますが、個別提供等で公開モジュールより新しいモジュールを使用されて

いる場合は、必ずそのモジュールを適用してください。 
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4.1.5. サーバの再起動 

画面左のメニューから、[システム]をクリックしてください。 

[システム]画面(図 26)が表示されます。 

 

 

システム再起動を行うまで、モジュールと設定ファイルの整合が取れないため、 

アップデート適用後は、すぐにシステム再起動を行ってください。 

 

 

 

図 26 システム画面 

 

 [システムの再起動]をクリックすると、システムの再起動が行われます。 

再起動には数分かかります。 

 

システムの再起動 
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